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ダズ69‐/

Ъδバρδ7

δヽが′2′

♂′δ冷 2/

ミき、ぉ9ぐ

∂)δr,7

ЪヶY9′

,゙y夕′%

9゙y9/

(2"

Zア曝

D,′分

お 歩

9添>

短

″~多

Z′ ヨ

″
/年

/δ分

/ζ巧>

スフ分

/`分

/α分

経

3フ y97

ク′2た ,ξ

″′Zr,7

%/″ι,す詢
>髪ノ″ゎ質

と′Nbπ

包′ぺも,,冨

クノヵリタ7

α2″b″

と2M多 ′″/

//e‐籠

ψe7し
'7

公 乃 ″ ノ

%″々″″ e

彼々 〃 ′́ ぐ

″ ″/′
`

“

ぐミれ,0こだ

クξ′″″0魔

″ζ融 /バ

`2(172′

そノ4´
`r

″《ルtカ ノ́ 9

修 ν ″

クノPd/ノノ

//

$¬

Z′年

'7pl
短

//

ど′1鋳

宝
=ヽ

ご/ヨ

クノiィ II浸」:?ノ

4ぐ |卜19′ Z´夕/

イ,|″ 1臓‐ 12ル



係

3ア y97

ク′2´ 7ζ

″′zか97

%/花め
'ζ

%

'ガ/々b9ξ

こ′N心粥

牡′べ 6夕77

ク/ノ移 77

α2乃名 ,7

ク2MOノイ′/

″゙ 1石多
'9π

夜e‐7c,2

ク0万ケ/´/

毎″́ ″″3

″

“

マ〃 /´ぐ

″《尺
“
/1′ノ

く
`rぐ

″々ノ″゙ ″

‐αぐル /′ζ%

〃ζ勲 ノ′ぐ

%ミ熱 ″/

″ζラQカ ノ́ 9

クノρグ/´9

ク/′ノ/ノ /

覆

/ぐヨ

/7時

夕′聴

3釦

た寿

クサ

72分

`7月
キ

ノめ

g寿

ノ́錦

滋 分

ク́ ヨ

ク、ぐ嘉

ノ年

ぐクか

く鍛

3び暮

扮

く /時

/0時

′Z分

′″

有
　
な
　
″

ノ

　

ア

′
　
　
´

/2

/2

4/

/2

′2

2́

´7

/´

′タ

′ア

7́

、́ノ

′/

´゛

´ぐ

′7

′21
:

イ/1
l

′asi

■t

F龍 :

ベ

ユξ

有

´

'
4/

′′

“

´ノ

′ご

2/

′ 7

壕

Iよタノ
1√寿
tル 7

1壼■夕ぐ

膨毎
/   .

Z´夕7

ib'7π

/

/

I湧ら,

1え ,シ

1虜 /′ /

∫

|だバ
J

タ々 ノク3

2クノ′ぐ

漁』〃繁
it,夕
`

チ

|』 ‐/′?

チ| =.

Zハ タア

Nも ,ぐ

～
6タタ″

ノヘ/る

'ξ

″ ′

"
財θ?/

ス〆わ77

/1//,97

/c‐ 夕7

,7c ′θ/

アε夕9

ス″ 夕7

た〃 /′ /

Rえ ノ′み夕″拓′

Rヵ ィ′ζ″

六場 ″ /

々″ /´ご J

/乙々ノ痣

′ど/′ζ ‐

pd/′ノ

ρど/′ツ ー‐

イ♂/´タィ

ス♂ /イ /.

(30)



為 鶏ぽ輔
′/略

の 歩

′ 2

そアン
(ア
ノ′′

クアイタ//ク

クアク//3

クアタ/夕ζ

δ́ビガノク/勿2

″♪こノ〃/″ ′

クδ
`ど
/ノつ形∠

″′ε″/′ζ%

クがこJ//ぐ

妙 こど〃 /″

鳶こど′/7

クフ′″ //ξ″

´夕Jた ノ/ぐ

クタル 〃ル

クタ//2ノ/7

クノ可

3`2寿

ζき寿

′́

`ヽ
ク9分

″―′歩

ぐノ卑

翁 爵

偽時

0時

夕 か

″ξ時

″ノ午

/′

″2

Z′

θ

´ξ

//

// ぐ́

/2

盤クが″/25

&クガ揚″ξ

ごンが″ンク′

/ゞ6沙 ノ́ζ

17バろ,2/

けバちん′夕‐

・ (31)

ク′タト

4S蒔

/♪どヨ

2ク 分

/tζ時

Z7年

先時

“

2寿

職´

′♪

′/

/7

′ ゛

´ぐ

′/

´7

′ク

ノク

ノe

有

や́

/2

有

/タ

一た
畿 去 挙 哺

´´′

′3

/ぞ

″
　
″
　
．燿
・

『
　
一　
″
物
・

・争
　
ξ
一
　
・蒻

〃
　
切
　
切
　
．　
　
　
　
　
　
〃
″
．　
．κ
一だ
・　
・彬
・ズ
バ
κ
κ
・竹
・″

ｆ
ル
芝
チ濯
■
／
可
惚
イ
協
協
Ｆ
み
脇
続
の
あ

／

／

　

　

　

／
′

　

″

　

　

　

／

　

７

／

ク

′
′

ん

・
７

　

．
　

　

　

　

　

一

ζ

　

′

ダ
・
″

〃

ス

・
／／
ク

ん
　
・
〃

″
α

力

′
け

∫
幌

Ｆ
　
″

‘江
′
あ
ガ
露

ソ
　
ψ
　
／
　
／
　
″
　
ｒ
崚

一
″

槍

結

ザ

／

／

惚

イ
膨

錫

Ｆ

％
繊

協

“

“

可

ザ
″

∴

姦

ノ

威

ん
　
た

．̈一　　翻
　　̈
悧　　鞠
・　　一̈一　
　
一̈・　　部
　　『ゴ　　劇
　　・理
　　ヽ
・こ　
『こ　　．Ｗ
　
．ぽ
　　
製
　　
劇
　　岬
　
　
・̈一　　．）
　
一一　
　
・一　
”一一ノ　
　
一〓

η
′　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一／
　
　
　
　
　
２

,  メF 
‐ff

l メρ「′
'|  `k」

「
.1「 1し ,

i  gt=メ
=』

: ニタ ′.rf

: こ=″「
き

i笙
‐
:fれ

こど /― ■′'戦 ′

こどノ/_r

/々 /ノ=

こたノノζ

協ダ=

1協 %ヶ

形f
ガπ〃7
バZ//7

ガ″ノ/7

バめァ2ミ

δb′を(

ハわノ2/

1孔 Z『

∫発%
ル ″タ

ξ/sbノ3/

像 た /2'霧

金 λ ″ァ2

0ル /z7

ち 先″夕z
十
ξ2アと/2チ

⇔ 乃慮
「
露

°
金 Tc― ,せf

Φ た だ r

'2フ

セ /ごき2

(2万し″,3こ

ξ2藻2.=3ξ   l

ξゃI″ ア

鶴  Iノミ/

よ〕」 /●2

ぬ Iだ゛

SミIぇき

ぐゴ′/3ァ

総 /ノ3か

ふミユノ3'

ぐ

“

×こノ3ノzz

毅 ×e/_D/π ′

級 )(εノ3ひ″

″
・た
ん豫竹嵐″　一″



去 半 表 期

ζ/バちノ,/

像 蔵/2すπ

ξ27じ″ク2

ぐフア≧/2ク

し たルタ2
+笠たルタ

0た だ″
°
金発 /‐3レ

ω た ハ /

(27セ ノミミ /―Z

●2″さクoさ

金 reだξ

会 」″ ?

°
ξむ 立/3/

轟 f,´,2

ぬ Iノ゛゙

SミIぇき

ぐゴ′夕3ァ

わ ノ/_Dか

ζミユノ3,

ぐに文とノD/%'

S“Xあeノイ%′

鍛 ×οんな易

23か

‐
ξδヨ

//S百

夕e寿

33日

72多い

ご́ 時

‐″ 寿

か

ん か

2分

く 2分

/´アキ

δ葛

スα寿

″ 時

`フ

』争

22メシ

`秒
Zア歩

ノ2日

/グ
/4o

2増 ロ

/

バわ/2(
|二′′

〔鶏シ

メ影セ夢場
が沙/27

|が

'′

ノ
/
βろンな2

見ん場
がιンだ ′

撼〃
ラ″Zラノe∂ノンZ

ナ

チ
た″ ブ

ん /s/
チ
ア●//―●2

′
7Cノ平

|:発父チニ
:た /24

:ア
ご/27

ノ″′

乃 /2,

r/2′

た だ /

1/32

有

/δ

´ 7

′2

2

有

/3

,有

ク′

′び

22

′゛

ノ´

有

右

有

′/

′′′

′/

′′

´2

′2

′ク

′α

/´

′′゙

´ア

2′

/“

/♪ Iダ ノζl

デ

J/3/

,/し /33

√ /53

」 /3●
~

メθみこ7

〔I:′::維「
×こ/3Z

〔歪

`チ

g島こ
1傲|き
“I姜:倉多i

卜し′oδ

Xcン37

X争 ンD/

Xc/゛ /

X`ノ 3尋

´/

´ ′́

′2

f

/

九′さ/

y~/3/

■,s,

(32)



11 き:キー松神:饗暴彗暴■1鶴
―‐一――…■… …―:……~~∵ 1●|・一‐一十二|
骸xl,ヾ : ・レョ|″ζl  :|クζ:3%
れ
'え
たζ易1 /ごか |  | ′ξl‐ わ;:ぐ

v文』′もζl 夕募「夕|´21 腱幾二
・//挙|′さク: 3・9^: 

“
|  | ルトァ

餞IL/ギ | ル介1岩 |  l l」拠P
し建/t,| クノだ二1有 |  1 毎供η

貫        倭
‐

: 1 寝

一
■
五

Ｉ

奪
■i_■

普省′|“l.|[:||ニ

1雛誰
Xe/Oξ

臨億シ|

Cり ノヽさア

こバノ3δ

鉢 ´ 夕、

休 ″ ′

C/5々 /

C応 /ク●

C5/ク″

こおノミ゙

み たζ

8a/゛ξ

βム/3ど

ff貴ガ多
を

1:〕

`尋

ノヽeゼ

'｀

おく/●タ

′ム /“′

βa/″ /

′4/④

Fa/“ク

およ/3ア

乙dノやア

ξご3aノ夜′

奎ごおムノαメ

“

Daスど |

?ξ7ιa/α′ ‐

ξ7乙 &/″ /

S/乙aノ夜3 .

特 乙a″ゼ

?ζ》ce´

“

メ |

よδιO/4e i
十
ぐδ cι ノ″在 |

十
ξヮP′ /“〕 |

ナ
。ァ′トノこご .

サ

″ ″dた 71

ち/P/_/7 :

どノPタイクア |

/2Sπ ″ 7 1

ル sπ ノξノ

ノ2バZ′翁

と が夕をノ
g

メ∋百″産
“

`3FZバ
マ

るむ戸″メす

/3E多′ξ
`

ず

“

×こえ
“
 | ・ノ歩 : 有 i   :  /

ζにぁ/おz i/´ ~?ル |・  :´あ♪1 准 バ
蒻こがノ゙el″ つノリ ′2ぐ |  メ●倉ぐ

体
^だ

ξ l 〃毎|:′21  1 降
'メ
|

ニ ル |ノ綱 |´§|ル 1写
■命共ア| ゛゙キ|バ |  |[進ォ′

"^か | 
∂2分 |シ 1/″ 1腫が

ζ■ン321夕ぐか1有 | 1級みヾタ
銀太ルタ :メどル1有 | 1厚″
島 ″/ 1 優  1有 l  i准 々 /
ぶしδノ省  1 籍  1有 i  l xι /αo

結 合 μマ 1 極  1粛 |  l xι /″α

%聯 ′π l  Z`介  |   | ′メ l εハノむク
g3aたア | か鉛 |ス21ル 11ぷ /37
(33)



丁
1‐
I「
11「鶴「 :|二ξ裏

|

°
●

`お

a/娑′

に おa//4//

`lど

こ)aノ等 :

?ξ7∠五 /ク´

ξフ乙a/″ /

ぐ/乙a///0

鍬 乙a/4/″

?ζ》cO/α /

`参
ι。/“゛

十
ぐδ cι /″

“十
ぐヮρr/嬢
ナ

“

マ ル 、/夜″

サ

∠クハ/グ /ク 7

チ
ご/P%ノク7

``/P%/ク
ア

/2Sπ ″ 7

ル S%ノ
`/

タ バ″ /や

ん が多 /α

メ゙ 万
“
ノ金 π

ιOた〃バマ

gむ
声%バす

goE多 ′ξ
`

|‐ ./2、 参ヨ

1    /おイト

楚

.グ寿

゛̀レ寿

/9分

セ

鍵 ョ

蛉 寿

2δ2ヨ

″ 百

/δ分

ノ/ ヨ

ス g事

養

″イ′年

7゛ L手

とア着

ノ́ 】キ

/砂
~被

/′ 年

メ,ア キ

ノヤヨ

・

一
一―

=.曇 :       二 三二 __

圧義Iユニ癖
′′

2.参

有

/″

2ξ

有

有

′α

ス″

0́

′7

2タ

´′

バ
　
奮

“

　

び

／

　

　

ノ

／

　

ノ

　

／

′

　

　

´

　

　

´

2/

´ζ

″
，一″
‘‥″，，‐夕′　た
，，‐，，″

ヽ
３
　
ごヽ′″

′ミ

マ́イ

´ξ

′́ 2

´/

′/

//

´ /

∠´

^響

爾聯奪   I甲
捩

′
　
″
　
　
″
　
″
　
″

“

　

‘

　

″

“
　
μ
　
惣
　
歿
　
滋

′
鏃

′
鉢
／

体
ノ
＆敏
Ｆ

ね

た

樫

経

経

経

れ

lA″ /

1ムか
L易
1乙た3
生 /″″

ブ

疑贅ろみクァ

`チtノYd′ψフ

〔厖/7
チ

ヂ

5z/ξЭ

チ    ｀

協/"
t‐tたノ

∠五 /″′

乙とノ″/

4a/″″

ごo/“´

ごι/″ /

ごι/″゛

εC/“″ |

Pハ ノイクノ

′ハ 〃 ゛

か ノ″

〃 ど /ク さ

ノ/ど /夜α

ρ%/″ 7

5歿 た 7

ガ歿 /“ ?

Eク ノぐ/

声″バ゛z

だκ/←/

声″/ζ゛

●ノ/ぐ″

4c/バ｀

こ

'ど

ノ
`「

/

(34)

|‐ ■ ■

|    1  1111■ |

111

「Ｐ



○猪 えば ― /〃秘乞易多t,蒻 ′バ学々7:L及鶴 |グ /やイ
ー

学
“
/え″ イ 〃″′珍 ./ノ・2ぐ /″と′″ノ

`/7Sリ
2.2んあ あ た し物 妨 ,″ぁ 海物 ″ 九 ル機 場 ,

ア≧α
`″
′″
'0た

〃′り 、ンち|′ ィと な ク3(ンタクび,   
‐

O核ゆ卜発
12遅
塾
警
曲つKる ノ勉aみι′たノレタル7多弘

ι″″″げ―る季窯甲堡 φ認
ク
の鵜 て、裁ノ

と時議ユした。及み疑 奎ずるた豪きの うら 、ギ子在えヾ羽曇澪 されているものだ諄

あげた。                 ・

○ベータ練リユ永レギーは最迪藤 の人塾い電の、ガンマ級のエネノレギ~

は最大のものをあがた.

0`「夕lltしたものはビキ〒のスから蒙大末着膚%墜ぐe戸 乏/ョ までに検
出玉れこヽヽ るもの、Rだ ″ご造その規 のR″ ン́ Zの書抒バ

｀
長、;め 0掟色

できた。    ,  |     '              、
:

十じ「なっけたヽ のド、年目々 クロaoこ赫 弘墜で負鱒ききた。

(33)i「

F‐    ‐  
―

五       J

鳥雀 誤 ‐

酔 ‐士と ,

″ (う嘲樹1岬
クCス1純秘

P′ヲ碁

P′ 7゙t硫

月ご″多

f′“
G%リノタリ♭

乙2クξ /ξ%

Z冷/αみ

櫛
鱚

黎

131



触 イ ス罐 ―

そメタ `/ヲ鍵リ

じ 声4d―´
9“

`リ
1の燕で威 デ

■るL゛だけ

F瞬 までt稽

路11二 て_喧L

:‖撻L´ 鍼 1畳舞

一〓レ一ヽ人Ｔ

未

一　
一・　
″

”　
一　
　
」
に

′2

′́′7

´ ′″

′́′′

ク×ガ 2

/ζxァが
や

´2スメθ3

,
//

摯 /´ /

3x/ζ´
マ

14,7X/2♪

/クが

′X/2~'

2x/2〃

Z人ノ02

録

義 ノ

層む ″ %

ご′
“
(こη2)ノδジ参

ιヵクぐ /ξク多

zイ
)/クx/ル

/′
ク

タ

/S″

κ

´3 υ ハ ′ ″

  |  

‐ ´ ′″

i

C6p,

一
一
一
一
一一
〓

「~二十二

ヽ

131.米販 子方委買会 l・
4於て決定せる人概 び

常時飲用に供するァk及び空気中に存在するも

健康に五支なき放射能物噴め量大鑓

%じ ″″π「勿ン易a均2-赫
‐
″

滋 品を解 んあ
―
″多%″ 多ラ タ

物 鋭′″笏ι″クス砕 穆 蒻 ′

滋 あ ″ ″ 滋

″″
"ヱ
ア ク́   /′ζe

/‐/ι物れるんがそ ぐ2 によ―る

尺揚′隼ご́

′をλ
22年
■ぁ

αl(夫ホ)〕希諄こ

″伏お 不碁

P″
2平為

P/ミ7じ穆卜)

求毛重郡職こと
の菫量 C7)

(γ ttζ
″

予 クス″お

腎   ,′′

市   /´
゛

清 フ丈′′ゝ
P耐  ノ′S

ITZ〕
骨  ノx/′ 3

甲サJtt Z′

貪尋≦菫]

L二          __=一 二島裏轟譲・ ■二



R″ノ′く,,マフ′/クノ:腎
■ /2夕  :腎
●冴峰 ぁ

“

i精
∠物″

`  1汚

無
事

辟
枷

=

秦一祐

とか

“

‐
S´
:δ7 
・
 1

夕″?イ+γ″

ソ?/ 1 1‐

Nふ 71

//x//7お

ノ支///P

クx″°

フXノが

アXIP

∂′′

3′θ

/X/2δ

クX=タ

/x/′f

ク文/´
お

′X/′°

全身ぐの最
大喬 hc

・
さ

2

/

/ゞ

夕′

ク

/゛

ξ

′〃

ぐ

2ア

/2′

2′

′Xノ´
~2

1Px/′イ

′2x″゛

α

―ミ

/´

lk/〆ぐ

2X″ /

クX〃ド

クXノ″
~″

Jx/2-'

徽 ´
~ζ

一ぐ
∠ズ″

ノ0~°

イ
アκ″

′
`詠
″
プ

′メ″・
″

琥着1縫献とを
とD菫量
.ク
リ

帯秦菫菫用の1‐ 1:整 気 /主寺

肝

骨

骨

骨

清

c野ヾ 〆号1資
ルダ  1精 |

ル

`イ

   1滑
― ―一 ―

―

―

二  | 
―
―

ノ′′

/′

2

/メ〃
ゝ

1 受′

′クX/′
゛

/´
む

以上戯       」るょり太お敢接の稚驀した元業にっき永スじ
た。

(3"l



百

4ン:変:夕塚二:凡
~P藤
;儡
~T…鷲…■¬I~

嵯 εl蹴 ン 凄 凝 ♂
え 熊 酵 凝  eイ 数――― ――́|_～ _´^  ‐――・―‐―――‐・―‐―‐―ま～_  _ __・    ―島 ・̈ ¨̂  _■  .一 ―̈―‐̂  ̈‐ヽ――‐―― ‐―́ ‐‐^   .¨  ´__   ………■

零 黎 ガ

‐

:‐磁
|‐

〒 :蒻i肇薫憂鷲
・
万聯ン

'赫

」赫:'勝碁場を葛蕊夕赫恵
″スみ″午釘′

よ
/´ ′″1`九グ

″
/θ /ン4/蒻

3aグ がx

珈協_禁壼五多慶∠巌星:1‐ :~‐ |…
…I……∵～7か

整″:4を'4%3島ルめ
2クリj蒻1夕隣〆́″″″:脇夕θ′ぶ′9×努予

yジ~ア…
;」

~嚇
17事務1彩毒タリ聯:サ:瀞:鋏7熱絣 筋1聯聯傷鰍

37れυ:ろ /ル |ュ /蕊 :

んlπ“ll力 |フ[IIIル 7:,1/ん然扉クン:′為3教秘1務がなメ″,ルク
`ガ

′′
`ン

P舞′/娠/ノ ″〃ぁ

4_`i摯グ■挙4φなん夕″ち"91ガ:′/が ,多ι裂策レ″″%れガ脇ι34ザィ争:2-71ルg_″ [
夕∫粂′■メθィ|夕す ⊇′夕:   1   :   |   :        | :=~ ~ ~「  ~~~ ~   ^    ~~

〔4〕

貌 ハ/″ :`ク ス 1/減 ク71 `, i

孝グx〆
∫
 lιすだ|夕が|:∫ :|ク;〃 lι
メ
11,:|∂

X″
θ
14々

/′ :43〃んⅢ死″|″〃″′́″4ル 1/諺麻″で′,〃″ハ務
:     r'7xフレ′も:      ″

““
府ヽ /,,vメも1 '    ′/。 vん二″%I_|●、4…■4471._:盛 Vil tr― .1   3知わ   ″ダ瘍ゝ   ω瘍,「ア「 '  ~111~~~1~~~~‐

^ ~I:  ‐~~ 1~  ~~~~― ―
    ;1- 

‐́‐ ~   ~‐  ́ 、      「iヽ
`、
^ ″′ i    ′ |

鷲1サ:1~竹 ZI夕 1鷲霧夕痰
`席

:亦:源鷲磯鷲ぽ珀:タグ蓄
″ごe″ |′3だ :ら ,″ /́1ぷθ l′`鋳ノ

驚ル
|∴
チ|〃競IZ輩寡算寡昇移斃f雰霧lχブ解辟%」筋影:Z

をラ:1勢影蕩δ舅勝脇鴛ク【iZ/競〃ル:1:じ篇ガ」ク:;じ
`;等

″努》
1誕
チ
:考

'∫

チlg酪,`鍛冤績鰺後がi;#Z%|:;影魃‐Z彰舞〃窮釜

JfI■ 1_zィ :…11夕 ,1、 ..4_…LT214笹左1lvィi易″
`ル

マι彦′′だ _、じユ::瘍1

:が :″わ
~:/θ
筋^′セ :皮多渉もぐ″/´″ ?″″″

7みし拶1義ダ′″扇ルシン脇ルレ

螺鍾tがすで冤錘l綴笠τ竺
`〔

I`

′″'ィン農/2勒
/′ ち́/2′ /ゝグ

/クめグ物a″鍵‐‐2蒻″い・め譲々 を多″凛数とく

影聾ZI愛ケ|:`Itti箪|び:霧〃等幕絲」:メ尚鷲:解埒笠
クiク省:∠,4:メ:?ィ:ィ .  |  .  :  |      :      :      .

|′n? :     :        : ~   ・1  - =|‐ …-1■ :一 ‐― jり |  ……… ‐1_.,、 _|^ ~`  |¨   ‐~ ^  ‐‐‐    ラ:―  ―   ―～~~ ―‐―一―    ‐  |       ‐‐    ……―‐ ― ―

「

iZi:軍 が:I:写:ダiτ:霧筵 瘍 ::赫
クが脇 1カ″ラジ3″蒻 ち藤

~1真

ソxガちな
`″
:/が
/´漏 夕″ |がイク得 3`x



%滋%数とこ過時目

「
~~~~~～ ´

聡

来務む2,単タロ23日

入餃大 学 理 学部 '

■
一●
■
●
■
●

浚口靡宏室にそ計算~≡~可
百
~~~I～
l'「~■~~亀 J~~1~,I~… II・

~~~=耳~: 
ん■ J~/θ薄

霧藤義腸ァiifi′:霧f:lilttf―霧 ,, 
癬 二∬ プ1豪 ダ 勝携 拶

幕ん濃L顔
~~~~I~「~:   .li

ib′ X/ν  ′夕9μ 」t″′ ジ
`¨

イθ 4シτθ タン ´1夕翔 0 ′%ろ ヨ済 01/7X/θ ′θクク ノι欠/θ l,ζX/′ クアθsョぃ o「以
`ヌ

′プ
レ
′ρ3′ ′

|      |      |      |
:           :           :           |           .           ,

2′狭教/`タル ノ ′」立2,ィ″ ′ちδx/′′′ぁ /晨みj夕7心 ay′ í2′ jた2てアメ|ルクタン′
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